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海道進博士が収集された膨大な書籍の一部を拝見す
る機会に恵まれた。今回接した蔵書はロシア語の書籍
を中心に社会主義経営学と経営労働論の分野に関連し
た旧社会主義諸国の図書でまとめられたコレクション
であり、その数は5000冊を優に超えている。それらの
書籍は「現象にとらわれず本質を把握すること」そし
て「比較の眼を持つこと」を門下生に厳しく教授され
た研究方法を反映して、体系的に収集されている。
経営学（企業経済学）を研究するには経済学（政治
経済学）を紐解き、経済学を学ぶには哲学（弁証法）
を知らなければならない、と指導された。と同時に先
生は理論をもてあそぶことを戒められ、常に現実を直
視して研究することの重要性を強調された。今回の蔵
書を見ると、経済学や哲学の文献も数多くあるが、統
計数字によって事態の推移をフォローされていたこと
がよくわかる。各年度の国民経済統計年鑑は言うに及
ばず実に多様な統計資料が集められている。
研究者であるならば多少無理をしても辞書を手元に
置くようにと教えられたが、各種の辞書が揃っている。
露露辞典、経営（経済）辞典、英露（露英）辞典、独
露（露独）辞典、あるいはグルジア語とロシア語を対
照した辞典、等々。地図（帳）もあるし美術書もある。
「比較」という視点は先生の場合「体制間」比較で
ある。日本の経営学方法論争を意識されてソ連邦にお
ける経営学（経営経済学）の成立過程を丹念に論証さ
れたあと、ソビエト経営学の体系化を試みられた。
1930年代以降特に大祖国戦争後に国レベルの計画経済
と連動して企業レベルでもさまざまな部門で計画化が
推し進められた、ソ連邦。企業、独立採算制、労働
（力）、賃金、労働組織、労働組合、管理、会計、等々
の名を付けた文献が揃っているのは当然であるが、比
較という意味で極めて興味深い書物が収集されている。
ソ連が欧米の経営学に注目し積極
的に「摂取」した時期が3回ある。最
初は1917年の革命前後から20年代に
かけての時期であり、60年代の「利潤論争」前後に再
び資本主義の経営が注目され研究対象となった。そし
てその時期には1910-20年代にロシアおよびソ連で発行
されたブルジョア経営学研究者（たとえば、テイラー
主義者）の著作に対する関心が高まり、それらが再版
されたりアンソロジーが出版されたりしたが、それら
の文献が収集されている。また1990年前後からアメリ
カ経営学がものすごい勢いで紹介されるようになった
が、その時期の文献がかなりの数で揃っている。マネ
ジメントやマーケティングがロシア語に翻字されてそ
れがタイトルとなっている書物などはその時期の「混
乱」をよく示している学史的に重要な資料である。
先生は1991年前後に5回（ソ連に2回、ロシアに3回）
出張されている。出張の度に多数の資料を購入された
と聞いている。その時期が日本にほとんど書籍が入っ
てこなかった時期であることを考えると、それらは極
めて貴重なものである。
人類史上はじめて社会レベルで壮大な「実験」をお
こなったソビエト社会主義共和国連邦。資本主義が未
発達な段階から一国で社会主義を建設しその後資本主
義へと体制が転換した社会の経験を企業経済学（経営
学）の視点で追体験できるコレクションである。
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奈良産業大学経営学部教授　宮坂　純一
海道進蔵書について
海道進神戸大学名誉教授の社会主義経営学関係の蔵書（ロシア語・ドイツ語図書、約5000冊）が大学図書館に寄
贈された。この蔵書は1950年代からの方法論争をはじめ、ペレストロイカ以降までのソ連の文献および旧東ドイツ
の経営学の貴重な文献を体系的に網羅したものである。両国家はすでに存在せず、後の研究者が学説研究する際にオ
リジナルが存在することは大きな意義があると考える。 大学図書館では今後、計画的に整理を進める予定である。
今回の受贈にあたり、宮坂純一奈良産業大学教授に蔵書の解説をしていただいた。
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著書『社会主義競争論の展開』（千倉書房）、『社会主義経営
とモチベーション』（中央経済社）、『ステイクホルダー行動
主義と企業社会』（晃洋書房）他。 
